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1990 1991 1992 1993 1994 1995第1四半期
雇用者数全体 100 100 100 100 100 100
国営セクター 82．6 75．5 68．9 53．4 43．9 41．0
混合所有企業，組織 4．0 10．1 1L7 17．9 2圭．8 23．2
社会団体，フオンド 0．8 0．9 0．8 0．8 0．9 0．9
合弁企業 0．1 0．2 0．3 0．4 0．5 0．6
私営セクター 12．5 13．3 18．3 27．5 32．9 343
〔出所］ECHHnHthKM　fi　a，3aHHTocTb　B　HerocynapcTBeHHoM　ceKTope3KeHoMnKli，
　　　《3KoHoMHcT》，1996，　No．i，　cTp．79．
　国営企業には，網対的に女性の従業員が多く，教育水準がたかい。私営セクターの株式会社は，
相対的に男性の従業員が多く，教育水準は低い。教育水準は，雇用されているもののほうが，雇
用されていないものより高い。最も教育水準の高いものは，社会圃体や国営企業，公営企業に勤
めている。コルホーズその他の集団酌農業経営に従事するものの教育水準は，高くないza）。
　この他に，小企業の発展が注目される。1991年には268企業だった小企業は，1995年には，約
1，200社となっている29）。小企業は，工業部門や建設部門ではあまり発展していない。主として発
展しているのは，商業部門やレストランなどである。
　公式セクターの特に国営部門の労働力需要の減少と，所得水準の低下は，非公式セクターへの
労働力の流出をまねいている。私的セクターや非公式セクター，とくに小経営の発展は，新たな
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雇用機会の創出にとって，肯定的な要素であるが，このセクターには，公式に登録されていない
ものが多く，課税対象からのがれているものが多いことが問題となっている。
　次に国家の失業対策として，重点が置かれつつある失業対策事業について見てみよう。これは，
失業対策のために，一時的に（原則として6カ月を超えないが，鯛外として道路建設などは，1
年以上のこともある。）行われる社会的に有益な事業である。失業対策事業の基本的形態は，国
家，地方予算で財政をまかなう。例えば，農業労働に対する季節的援助，都市・農村・工業企業
の清掃，道路建設・水道・ガス・かんがいその他の事業，土地改良事業，住宅建設への参加，歴
史的遺跡の再建，旅客輸送の季節的援助，公共サービスの援助，サナトリウムサービスの地方機
関への季節的援助，地域のエコロジー整備事業などである゜°｝。地域的なレベルで，専門的な非営
利組織を創出し，その事業の主体となることが，提案されている。そして，国家雇用フォンドに
よるこの財政保障が求められている。
　最後に，追加的所得源泉としての副業について見てみたい。
　旧ソ連においても，公式には否定されていたが，副業は広く普及していた。移行経済下におい
ては，公式セクターの雇用状況と賃金の水準を反映して，追加的所得源泉としての翻業が，重要
な意味を持つようになっている。特に，1992年8月から1993年4月の時期に，副業は増大した。
これは，「価格の自曲化」による価格上昇を反映していた3！〉。1994年の中ごろ連邦雇用周が発表
した副業にたずさわるものの規模は，世論調査センターの研究よりずっと低く，約8百万人で，
雇用人口の1196であった。翻業に従事している者は，男性の方が女性よりやや多い。年齢的には，
25才までの者が25％と最も多い。また教育水準のたかい者ほど翻業に従事する翻合が高くなって
いる32）。
　先述した強繍木畷や不完全労働日が，一般化していることから，それだけ副業に従事して追加
的所得を得るものが増えている。追加的所得は，サービス業，建設，修理，靴縫製などである。
商店，喫茶店，キオスクを持っているものは，追加的労働が少ない。また，副業は，職業資格水
準を向上させるのには，あまり役に立たない。
　副業に従事する時問は，1993－1994年の時期に，週13－20時間ぐらいであった。もちろん低所
得者ほど，副業に従事する傾向が強い。物価の上昇に賃金水準が追いつかず，未払いの休暇が多
いことから，副業をする者が多くなっているのであるが，これは家計所得の低さをある程度緩和
する働きを持っている。このような副業は今後もさまざまな形態で，普及するであろうと思われ
る。
VII、おわりに
　以上見てきたように，雇用の分野に対する国家のコントロールは，すこしずつ増加していると
はいえ，あまり機能してこなかった。近年の市場経済への移行の過程では，霞然発生的な住民の
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薪しい経済条件への適応が中心であった鋤。
　連邦羅用局のプログラムが，実施されようとしているが，若干の失業対策事業が期待される程
度で，新しい雇用機会の創出の可能性は，主として私営部門の投資拡大の可能性にかかっている
と書えよう。そして，輸出競争力のある産業の育成も必要となってこよう。
　また従来の「社会主義」のもとで存在していた雇用に対する社会的保障も，特に女性薩用問題
にみられるように掘りくずされてきているのが，現状と言えよう。
　従来の過剰雇用の不効率を解消してゆくと同時に，移行経済のもとでの社会的コストとしての
失業を最小化してゆく努力が国家の側に求められていると言えよう。これは，旧システムへの圃
帰という方策を通じてではなく，市場経済を発展させる方向で行われる必要があろう。
　とにかく，ロシアにおける失業は，東欧諸国などの他の体鋼転換諸国に比べれば，非常にゆっ
くりとではあるが，増大しており，今後も増大することが予想されるのであるSC）。
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